
如

来
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
支
那
思
想
上
重
要
な
尤
の
の
一
つ
で
あ
＆
「
天
」

の
祭
を
例
に
取
ら
５
．
天
の
祭
は
帝
の
祭
及
ひ
締
の
祭
と
開
聯
し
て
を

り
、
帝
ど
は
本
来
始
駆
又
は
遠
駆
を
現
す
言
葉
で
、
ご
の
帝
が
四
天
上
に
在

る
と
す
る
思
想
か
ら
、
祠
先
崇
郷
が
天
紳
崇
興
と
な
り
、
後
に
は
抽
象
的

な
天
を
祭
る
園
丘
祀
天
に
ま
で
翌
展
し
た
‥
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来

ぬ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
小
島
教
授
の
「
分
野
読
と
古
代
支
那
人
の
信
仰
」

　

（
東
方
學
報
京
都
第
六
冊
九
ト
十
五
頁
）
參
照
。
又
。
「
天
」
に
對
す
る

　

「
地
」
の
祭
を
見
よ
う
。
諸
橋
博
士
も
第
五
節
地
紙
祭
に
於
て
方
滓
祭
地

と
齢
穆
祭
と
を
弧
べ
て
を
ら
れ
る
が
、
こ
の
此
の
祭
も
、
よ
く
究
め
る
な

ら
ば
、
氏
族
針
會
の
集
團
の
紳
で
あ
る
こ
と
は
想
像
出
来
る
。
こ
の
氏
族

齢
會
の
紳
が
領
土
の
紳
と
な
り
、
農
業
と
の
開
係
か
ら
赴
穆
紳
と
な
り
。

後
に
は
抽
象
的
な
地
を
祭
る
方
洋
祭
地
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
天

地
の
祭
の
み
よ
り
し
て
も
。
纒
學
的
立
場
か
ら
一
歩
踏
み
出
る
な
ら
ば
。

相
営
面
白
い
家
族
制
度
研
究
に
對
す
る
示
唆
が
輿
へ
ら
れ
る
に
も
’
拘
ら

ず
、
こ
の
書
物
で
は
、
天
地
の
祭
が
家
族
制
度
と
は
開
係
が
甚
だ
稀
薄
に

な
っ
て
ゐ
る
。
し
て
見
れ
ば
纒
學
的
方
法
は
必
然
史
學
や
計
會
學
等
に
よ

っ
て
根
捷
が
呉
へ
ら
れ
る
場
合
に
の
み
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
ら
う
。
博

士
は
家
族
制
度
研
究
の
大
家
で
あ
り
、
雑
婚
と
か
既
婚
と
か
（
一
一
－
四
頁
）
、

資
買
婚
（
七
頁
三
七
頁
）
と
か
、
タ
ブ
ー
（
三
頁
三
三
五
頁
）
と
か
に
よ
っ
て

色
λ
の
解
誕
を
輿
へ
て
を
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
胎
會
學
等
に
亀

御
造
詣
が
深
い
ら
し
い
か
ら
、
次
に
は
「
立
詮
」
を
主
と
し
た
著
述
に
よ

っ
て
又
々
吾
人
を
啓
蒙
し
て
戴
き
た
い
。
そ
の
場
合
私
と
し
て
知
り
た
い

事
は
、
一
、
庶
民
の
家
族
構
成
員
の
訟
り
大
き
く
な
い
の
は
何
故
か
。
従

っ
て
、
一
一
、
宗
族
的
結
合
を
目
的
と
し
て
の
宗
法
が
庶
民
の
間
に
も
存
し

た
と
し
て
も
（
四
三
四
頁
）
、
何
故
に
鰍
寡
孤
濁
の
問
題
が
相
客
や
か
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

【

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ

く
言
は
れ
た
か
。
三
、
奴
婢
は
、
所
有
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
家
庭
へ
他
人

を
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
奴
婢
自
身
に
於
て
は
家
族
の
分
散
を
意
味
す
る

が
、
如
何
や
う
に
鰻
生
し
、
如
何
や
う
に
取
扱
は
れ
た
か
。
四
、
宗
法
と

均
分
相
績
と
は
如
何
に
し
て
町
立
し
う
る
や
。
等
々
で
あ
る
。

　

何
も
分
ら
ぬ
人
間
は
、
教
へ
ら
れ
て
少
し
で
も
知
識
を
持
つ
と
、
何
で

も
慾
張
っ
て
尋
ね
た
が
る
者
で
あ
る
。
私
の
場
合
で
屯
同
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
田
太
一
郎
）

　

支

　

那

　

精

　

紳

　

（
世
界
精
紳
史
講
座
二
）

　

世
界
歴
史
窓
前
の
韓
換
期
に
際
し
て
、
東
西
雨
洋
に
亘
る
過
去
並
び
に

現
代
の
思
潮
を
省
み
て
将
来
の
人
間
精
御
の
譜
趨
を
考
へ
る
こ
と
は
吾
等

に
取
づ
て
喫
緊
の
時
務
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
時
に
東
亜
新
秩
序
建
設
の

一
翼
と
し
て
新
し
き
東
洋
文
化
の
創
造
が
吾
等
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
時
、

そ
の
媒
介
と
な
る
べ
き
過
去
の
ア
ジ
ア
に
於
け
忿
輝
か
し
き
文
迦
を
跡
ね

る
こ
と
は
何
よ
り
も
急
が
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
冊
は
饒
刊
の
「
日
本
精
肺
」

　

「
印
度
精
紳
」
と
共
に
ご
の
要
望
に
添
は
ん
と
し
て
企
畳
し
出
版
さ
れ
た

も
の
で
、
執
筆
者
九
氏
、
何
れ
も
學
界
一
方
の
重
鑓
で
居
ら
れ
る
。
私
の

浅
學
を
以
て
し
て
は
批
卿
紹
介
に
堪
へ
な
い
と
思
ふ
が
、
こ
の
書
が
廣
く

撹
ま
れ
る
鴛
に
も
、
そ
の
價
値
の
一
班
を
傅
へ
か
っ
若
干
の
感
想
を
述
ぺ

さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
ふ
。
な
ほ
紙
数
の
都
合
上
、
本
意
な
く
も
内
容
の

紹
介
は
一
部
分
に
止
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

儒

　

教

　

概

　

段

一

儒
教
の
領
域

　

二

　

儒
教
の
成
立
及
登
痙

（
頁
敷
四
九
）

諸
橋
轍
次

三

　

儒
教
の
淑
徳
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4６２

老

　

荘

　

思

　

想

一

　

叙
説

五

　

荘
子

荊
と
佛
駄

二

　

老
子

　

三

六

　

老
荘
と
易

（
頁
撒
三
一
）

支
那
文
話
思
想

一

　
　
　
　
　
　

武
内
義
雄

老
子
の
後
學

　

四

　

程
下
の
道
家

七

　

魏
１
　
六
朝
の
老
荘
學

　

八

　

老

文
薦
の
意
義

　

二

　

儒
家
の
文
學
槻

　

三

竹
田

　

復

造
家
の
文
學
狭

　
　

四

　

結
論

　

（
頁
数
三
七
）

　

「
文
」
と
い
ふ
語
に
は
模
様
・
文
字
・
文
章
・
學
蕗
等
の
意
味
が
あ
る
が

言
語
の
美
化
さ
れ
た
文
飾
の
意
味
を
も
有
し
、
逞
に
文
學
に
於
け
る
形
式

主
義
修
昧
偏
重
の
風
を
来
し
た
。
漢
民
族
は
環
境
の
豊
か
な
ら
ざ
り
し

認
、
生
活
態
度
は
積
極
的
官
際
的
に
な
り
、
儒
家
思
想
が
生
じ
、
そ
の
文

學
観
は
感
情
を
排
ｔ
理
想
的
な
も
の
を
偉
ぶ
。
儒
教
の
道
徳
的
文
學
観
は

漢
代
に
於
て
甚
し
く
古
代
の
素
朴
な
る
文
學
詩
や
楚
跡
を
曲
解
し
た
。
後

漢
洙
の
徐
幹
を
へ
て
魏
の
文
帝
に
至
り
漸
く
道
徳
の
束
縛
を
暁
し
話
術
の

意
義
が
晨
見
さ
れ
、
陸
機
は
文
學
の
理
（
内
容
）
と
文
（
形
式
）
の
渾
然

一
膝
を
説
い
た
が
、
南
北
朝
に
入
り
支
那
人
自
膿
の
傾
向
と
佛
教
の
影
響

に
よ
る
曹
韻
學
の
翌
達
が
文
學
を
形
式
に
傾
か
し
め
思
想
内
容
を
泡
疏
に

し
、
檜
書
的
曹
巣
的
表
現
に
効
果
あ
る
四
六
餅
儒
文
が
翌
達
し
、
文
學
は

道
徳
を
離
れ
て
自
由
な
道
を
歩
ん
だ
。
゛

　

韓
愈
の
古
文
餅
運
動
の
影
響
は
宋
代
の
理
學
詩
に
及
び
、
技
巧
を
無
観

し
深
い
寓
意
を
含
ま
せ
る
風
を
生
じ
逞
に
白
話
詩
を
生
ん
だ
　
０
明
代
に
及

び
儒
學
の
悪
影
響
が
俗
臭
紛
々
だ
る
八
股
時
文
を
生
じ
、
一
般
に
畦
世
文

學
が
貴
ば
れ
文
學
の
正
統
的
酸
展
を
阻
害
し
た
。
儒
教
の
小
説
観
は
漢
書

願
文
志
に
見
え
る
如
く
、
君
子
か
ら
蔑
ま
れ
た
。
近
世
口
語
小
説
は
講
嘩

師
の
口
演
筆
記
に
我
し
娯
槃
と
し
て
大
衆
の
間
に
喜
ば
れ
科
旱
落
第
の
文

人
が
筆
を
染
め
牢
騒
の
気
を
は
ら
し
た
。
「
水
９
　
ｉ
で
ｉ
盗
を
敦
へ
金
瓶
出

で
え

唱
へ
ら
れ
小
説
は
苦
し
い
自
己
滸
解
を
し
乍
ら
、
漸
く
プ
ロ
ッ
ト
の
興
味

を
覗
つ
た
紅
喧
夢
・
儒
林
外
史
・
浮
生
六
記
の
傑
作
を
生
ん
だ
。
戯
曲
は

小
胆
と
違
ひ
韻
文
を
主
に
用
ひ
、
且
つ
そ
の
曲
が
話
術
的
に
優
れ
て
ゐ
た

篤
、
小
説
程
知
識
人
の
蔑
覗
に
遇
は
ず
、
詩
文
程
道
徳
の
制
約
を
受
け
ず
、

先
づ
無
難
な
頭
達
を
逞
げ
た
。

　

道
家
の
文
學
観
は
（
イ
）
大
巧
は
拙
な
る
が
如
し
。
（
即
ち
無
我
の
境
に

入
る
を
理
想
と
し
技
巧
を
排
す
る
）
（
ロ
）
人
生
は
朝
露
の
如
し
。
｛
快
渠

的
刹
那
主
義
と
不
老
不
死
へ
の
欲
求
｝
（
ハ
）
自
然
に
還
れ
。
（
陶
淵
明
の

拙
と
放
、
寒
山
の
風
韻
、
馬
致
遠
の
詩
境
）
（
こ
人
間
解
放
（
即
ち
紅

撲
夢
・
儒
林
外
史
に
見
え
る
傅
統
的
趨
敦
、
因
襲
的
耐
會
へ
の
反
抗
）
等

の
方
面
に
著
れ
る
。

　

支
那
文
學
思
想
は
こ
の
二
大
潮
流
に
分
た
れ
る
。
儒
家
は
温
柔
敦
厚
の

文
學
を
貴
び
、
道
家
は
天
佩
の
美
、
平
易
な
表
現
、
一
種
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
、
（
但
し
自
然
と
對
立
せ
ず
こ
れ
と
一
に
融
合
せ
る
人
間
の
究
明
）
に

傾
く
、
秦
漢
隋
唐
は
前
者
、
魏
晋
五
代
宋
元
は
後
者
の
思
潮
が
さ
か
え
、

先
秦
で
は
両
者
涙
れ
ず
、
清
朝
で
は
両
者
を
批
判
的
に
包
囁
し
て
ゐ
る
。

　

氏
の
立
場
は
儒
道
二
思
潮
の
文
§
観
の
對
立
に
於
て
支
那
文
奢
恩
想
を

歴
史
的
に
把
握
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
中
に
鏡
き
見
解
を
含
ん
で
ゐ
る
鮎

貴
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
後
漢
の
「
人
生
朝
露
の
如
し
」
と
い
ふ
詩
人
の

厭
世
思
想
・
刹
那
主
義
を
道
家
思
想
に
従
屈
せ
ら
れ
た
如
き
如
何
で
あ
ら

う
。
死
は
生
の
運
命
で
あ
り
、
思
想
以
前
の
人
生
の
原
本
的
事
賞
で
あ
る
。

詩
人
は
生
か
ら
直
接
に
死
の
不
安
を
歌
ひ
既
成
の
思
想
の
媒
介
を
借
り
な
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ら
汲
み
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
後
漢
の
老
荘
思
想
と
厭
世
詩
と
の
開
聯
は
こ

の
場
合
第
一
一
次
的
な
文
化
史
上
の
問
題
で
あ
ら
う
。
こ
の
疑
問
を
お
し
な

づ
瓦
が
儒
道
二
家
の
思
想
を
通
じ
ぶ
藤
思
想
の
腱
Ｉ
を
眺
め
ら
れ
た

こ
と
は
何
か
間
接
的
な
方
法
で
は
な
い
か
と
私
考
す
る
。
。

　
　
　
　

支
那
佛
教

　
　
　
　
　
　
　
　

づ
塚
本
善
隆

　
　
　
　

序
誕

　

一

　

佛
数
の
傅
来
と
そ
の
宗
数
的
受
容
（
道
教
ぬ
佛
数
の
展

　
　
　
　

開
）

　

二

　

’
佛
教
の
哲
學
的
受
容
（
貴
族
的
侍
談
佛
教
の
展
開
）

　
　
　
　

三

　

空
槻
佛
数
の
展
開

　

四

　

大
小
乗
経
の
受
容
と
會
辿

　

五

　

法

　
　
　

。

　

華
鰹
（
天
台
宗
）
の
展
開

　

六

　

北
地
の
華
巌
學
と
華
巌
宗
の
展
開

　
　
　
　
　

（
頁
敷
五
五
）

　
　
　
　

支
那
佛
教
と
は
印
度
西
域
の
佛
教
諸
派
が
支
那
に
傅
へ
ら
れ
漢
譚
経
典

　
　

を
通
じ
七
支
那
人
の
思
惟
と
生
活
の
中
に
受
容
せ
ら
れ
、
内
は
相
互
に
、

　
　

外
は
古
典
文
化
と
反
撥
協
調
し
乍
ら
選
揮
綜
合
さ
れ
教
理
を
組
織
し
行
瞭

　
　

を
膿
狼
し
て
或
泣
し
た
佛
教
、
簡
言
す
れ
ば
支
那
人
の
佛
数
で
あ
る
。
佛

　
　

教
は
先
づ
紳
仙
方
術
の
信
仰
盛
ん
な
り
し
漢
末
此
會
に
傅
来
し
、
三
世
因

　
　

果
画
報
の
教
義
に
よ
り
支
那
人
に
最
大
の
感
化
を
典
へ
、
輝
迦
の
紳
仙
的

　
　

性
楕
を
以
て
教
化
し
た
。
支
那
知
識
人
は
紳
仙
道
術
を
排
斥
し
た
が
本
来

　
　

こ
れ
と
對
立
せ
る
哲
學
的
教
義
を
有
４
　
だ
佛
教
は
締
迦
の
聖
人
的
性
格

　
　
　

（
特
に
道
家
の
聖
人
）
を
以
て
知
識
人
に
接
近
し
た
。
こ
ｉ
に
紳
仙
的
道

　
　
　

教
的
性
格
を
止
揚
し
て
聖
人
的
道
家
的
佛
数
が
門
閥
貴
族
の
聞
で
成
立
し

　
　
　

た
が
、
彼
等
の
非
官
賤
的
態
度
は
格
義
佛
教
に
停
ら
し
め
、
侃
殖
な
る
沙

卵

　

門
は
譚
経
の
翌
達
と
自
身
の
探
求
と
に
よ
り
格
義
を
止
揚
し
た
空
観
佛
教

４
’

　
　

を
成
立
せ
し
め
、
吉
蔵
の
三
論
宗
ま
で
到
達
し
た
。
吉
蔵
は
晩
年
法
華
経

な
純
宗
が
弘
通
す
る
と
い
ふ
事
蜜
を
指
示
し
て
ゐ
、
る
。

　

無
秩
序
に
傅
来
し
脈
譚
さ
れ
た
諸
経
聞
の
矛
盾
を
解
決
す
べ
く
教
相
判

郷
が
行
は
れ
、
「
小
乗
を
止
揚
し
た
高
き
段
階
へ
の
翌
展
と
し
て
の
大
乗
」

が
起
り
、
’
法
華
・
華
巌
の
精
華
と
な
っ
た
。
般
若
維
摩
と
並
び
支
那
で
盛

行
し
た
法
華
脛
の
研
究
は
智
顎
の
天
台
宗
と
な
り
、
そ
の
教
判
は
行
瞭
に

即
し
た
教
相
、
即
ち
教
観
雙
運
を
主
眼
と
し
て
宗
教
的
宮
践
性
を
登
揮
せ

ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
ｏ
北
支
で
は
涅
槃
華
巌
の
積
極
的
妙
有
常
住
の
教

義
が
迎
へ
ら
れ
般
若
三
論
が
龍
樹
系
な
る
に
對
し
、
世
親
教
學
を
承
け
た

も
の
で
支
那
佛
教
の
一
一
大
潮
流
で
あ
る
。
法
蔵
は
華
巌
宗
を
大
成
し
五
教

十
宗
の
教
判
、
事
々
無
磯
法
界
観
を
唱
へ
支
那
佛
教
々
理
の
辰
鐘
は
こ
ｘ

に
極
ま
っ
た
。
一
方
。
信
行
鐙
の
膿
瞼
に
基
く
譚
・
三
階
・
澪
士
の
諸
宗

は
あ
る
意
味
で
数
判
佛
教
を
止
揚
し
、
後
者
が
「
印
度
の
鐸
迦
牟
尼
の
弟

子
の
佛
教
」
を
極
め
ん
と
せ
る
傾
向
強
き
に
反
し
、
「
支
那
の
自
己
と
甜
麿

の
成
俸
す
る
教
」
た
る
べ
き
こ
と
を
反
省
し
た
も
の
で
、
厦
の
支
那
佛
教

の
完
成
と
云
ひ
得
、
譚
浄
二
宗
は
今
な
ほ
生
き
て
ゐ
る
。

　

氏
の
立
場
は
現
今
最
も
進
歩
し
た
支
那
佛
教
史
で
あ
る
と
云
は
れ
よ

う
ｏ
こ
ｉ
に
提
示
さ
れ
た
支
那
佛
教
の
五
つ
の
翌
展
段
階
―
道
教
的
佛

教
ｔ
ｌ
－
道
家
的
佛
教
－
塵
観
佛
教
－
教
判
佛
教
－
暉
澪
二
宗
Ｌ
に

は
劃
期
的
な
意
味
を
持
つ
。
思
ふ
に
氏
は
各
段
階
に
於
て
外
来
師
承
の
教

義
と
そ
れ
に
接
し
た
沙
門
を
含
め
て
の
支
那
人
の
思
想
的
雰
園
気
と
の
聞

に
起
る
矛
盾
が
沙
門
の
宗
教
的
官
践
に
よ
っ
て
次
の
段
階
へ
止
揚
さ
れ
る

と
考
へ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
・
だ
ゞ
最
初
の
紳
仙
的
佛
教
か
ら
這
家
的

佛
教
へ
止
揚
が
成
さ
れ
た
と
第
二
章
で
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
れ
は

第
一
章
で
鯛
れ
て
を
ら
れ
る
如
ぺ
支
那
台
會
ぶ
截
然
と
士
床
の
二
階
級
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４

　
　

に
分
れ
て
ゐ
る
た
め
同
一
の
思
想
内
容
の
ま
ｉ
佛
教
が
両
方
面
に
對
し
傅

４

　

播
レ
難
い
の
で
逞
に
宗
教
的
傾
向
と
哲
學
的
傾
向
と
の
一
一
方
面
に
分
裂
し

　
　

た
も
の
、
換
言
す
れ
ば
縦
の
翌
展
で
は
な
く
横
の
分
裂
で
あ
ら
う
と
考
へ

　
　

た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

宋

　
　
　
　

學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
俊
瑞

　
　
　
　
　

一

　

宋
學
史
概
槻

　

二

　

宋
學
の
哲
學
的
精
紳

　

三

　

宋
學
の
道
徳

　

精
御

　

四

　

我
國
に
於
け
る
宋
學

　

（
頁
斂
三
九
）

支
那
の
政
治
思
想

　
　
　
　
　
　
　

・

手
塚

　

良
造

一

　

上
代
の
政
治
思
想
（
典
謨
萬
貢
の
統
一
思
想
）

　

二

　

近
代
の

政
治
思
想
（
大
同
詑
）

　

三

　

原
理
諭

　

四

　

形
式
並
に
政
策
論

五

　

鮨
論
（
頁
敷
四
三
）

支
那
の
麹
漬
叶
會
思
想

　

は
し
が
き

　

一

　

孔
老
以
前

　

二

　
　
　
　
　

森
谷

　

克
己

老
子
の
牧
歌
的
小
國
寡
民
の
理

想

　

三

　

孔
子
の
民
食
、
１
　
命
お
よ
び
國
家
思
想

　

四

　

墨
子
の
父

家
長
的
握
威
の
否
認
と
廓
倹
主
義

　

五

　

老
子
後
學
の
１
　
命
無
祀
と

孟
菊
二
子
ｏ

　

（
頁
数
三
ヽ
九
）

支
那
の
民
族
信
仰

一

天
と
銭

　

二

　

天
と
民
俗
信
仰

　

三

　

永
持
徳
一

家
廟
家
祭
及
び
魅
王
爺

祭

　

四

　

魂
不
死
と
五
踊
臨
門

　

五

　

門
祁
、
石
敢
鴬
、
爆
竹
、

六

　

信
仰
象
徴
と
し
て
の
動
植
物

　

七

　

結
語
と
參
考
文
献
（
貞
数

と
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
天
は
支
那
人
の
誘
紳
生
活
を
、
銭
は
賓
際
生
活
を

支
配
し
、
彼
等
の
一
手
托
天
、
自
ら
助
く
る
外
な
き
生
活
本
位
の
態
度
が

逞
に
今
日
傅
る
民
俗
信
仰
と
な
っ
た
。

　

皇
天
后
土
・
陰
陽
・
山
嶽
・
土
地
紳
・
宗
廟
等
が
天
か
ら
説
明
さ
れ
、

家
廟
は
一
家
の
天
で
、
同
居
同
（
異
）
馥
の
問
題
が
銭
に
開
し
て
く
る
。

つ
い
で
開
弔
・
件
宿
・
焼
活
の
儀
式
、
魂
傀
の
思
想
か
ら
五
扁
（
禰
祗
壽

喜
財
）
や
門
紳
・
五
毒
・
紅
布
の
習
俗
、
最
後
に
信
仰
象
徴
と
し
て
の
動

植
物
－
飽
・
蕗
・
蜘
幅
・
蓮
・
柘
榴
・
甕
・
茉
莉
花
（
ジ
ヤ
ス
ミ
ソ
）

楊
子
花
－
に
つ
い
て
説
述
さ
れ
る
。

　

氏
が
雙
富
な
睦
瞼
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
印
象
を
把
持
し
っ
ｘ
文
献
に

就
い
て
考
察
さ
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
の
強
味
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
胃

頭
に
掲
げ
ら
れ
た
天
・
銭
の
一
面
を
支
那
人
の
観
念
的
及
び
現
貧
的
か
１
　

の
原
理
と
し
て
他
の
一
切
の
民
俗
信
仰
を
演
揮
さ
れ
る
過
程
に
は
多
分
に

聯
想
的
・
崔
宜
的
な
も
の
が
あ
り
、
素
材
と
そ
の
脆
理
づ
け
め
間
に
空
隙

が
生
じ
、
又
、
ま
た
外
来
宗
教
や
周
泌
異
民
族
の
影
響
に
よ
る
民
俗
の
階

脂
性
を
説
明
せ
ら
れ
る
鮎
が
乏
し
い
と
思
ふ
。

　

現
代
支
那
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
竹

　

文
夫

　

二
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
上
の
徳
治
主
義
、
経
済
上
の
知
足
平
等
主
義
、
此
會
上
の
家
族
主
義
、

二
十
年
近
く
支
那
民
人
の
間
に
生
活
し
最
も
１
　
ま
れ
た
音
脈
。
は
天
と
訣

　

教
育
上
の
倫
逼
主
義
、
總
じ
て
古
典
の
賀
意
に
生
き
る
國
家
宗
・
教
と
し
て

　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

／
一

　
　

‘
序
言

　

一

　

民
國
成
立
前
の
思
想
－
傅
統
的
思
想
の
動
揺

　

二

　

民

　
　

國
初
期
の
思
想
思
想
－
革
命
の
興
起

　

三

　

國
民
政
府
時
代
の
恩
想

　
　

－
三
民
主
義
思
想
よ
り
抗
日
救
國
思
想
へ
！
（
頁
数
四
一
）

　

蔦
支
乖
は
鴉
片
戦
９
　
・
日
清
戦
争
・
民
國
成
立
を
各
契
機
と
し
て
新
支

那
帥
ち
現
代
支
那
に
移
っ
た
が
Ｊ
民
國
成
立
以
前
は
奮
思
想
‐
１
即
ち
政

治
上
の
徳
治
主
義
、
経
済
上
の
知
足
平
等
主
義
、
此
會
上
の
家
族
主
義
、
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の
儒
教
の
動
揺
期
で
思
想
史
上
の
過
渡
期
と
い
・
ふ
べ
き
で
あ
る
。
瞭
片
戦

　

争
礁

　

支
那
人
に
植
ゑ
つ
け
た
の
に
反
し
日
清
戦
９
　
は
傅
統
文
化
へ
の
反
省
を
起

『
さ
せ
、
康
有
霧
は
西
洋
の
・
富
強
は
軍
事
の
み
で
な
く
窮
理
勤
學
な
り
と
唱

　

へ
、
西
洋
學
を
科
畢
に
入
れ
ん
と
乞
ひ
戊
戌
新
政
と
な
っ
た
。
義
和
團
事

　

件
の
結
果
、
保
守
涙
退
き
張
之
洞
、
劉
坤
一
の
「
腱
法
會
草
」
が
著
さ
れ

　

た
が
、
丙
容
の
急
激
な
る
に
比
し
自
愛
が
足
ら
ず
、
革
命
思
想
代
り
興
っ

　

た
・
民
國
初
年
の
思
想
的
混
迷
時
代
を
破
り
陳
燭
秀
・
胡
適
の
思
想
革
命

　

（
新
文
化
運
動
が
）
起
り
、
陳
飛
秀
臭
虞
・
李
大
釧
の
唯
物
史
観
の
立
場

　

か
ら
す
る
儒
教
排
斥
と
な
り
、
胡
適
の
文
學
革
命
、
八
不
主
義
・
四
標
語

　

の
提
唱
と
な
り
、
彼
等
の
具
膿
的
思
想
は
政
治
的
に
民
主
主
義
、
趾
會
的

　

に
個
人
主
義
、
教
育
的
に
科
學
主
義
－
デ
モ
ご
フ
シ
ー
と
サ
イ
エ
ｙ
ス

　

で
あ
っ
た
。
し
か
し
胡
適
の
誕
く
英
米
蜜
験
主
義
の
科
學
は
一
般
に
歓
迎

　

を
５
け
、
陳
濁
秀
は
一
部
青
年
に
信
奉
ざ
れ
蜜
際
運
動
に
走
り
中
國
共
産

　

窯
を
結
成
し
た
。
（
民
國
九
年
）
私
學
的
方
法
に
よ
る
傅
統
文
化
の
諭
詩
整

　

理
が
盛
ん
に
な
る
と
ぺ
に
、
東
洋
濁
特
の
文
明
を
傘
重
す
る
事
賜
銘
・
梁

、
漱
洪
の
思
想
も
一
部
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
西
洋
か
東
洋
か
、
人
生
観
か
科

　

學
か
の
論
戦
が
、
張
君
職
・
丁
文
江
の
間
に
戦
は
さ
れ
、
陳
・
胡
及
び
発

　

稚
暉
ら
も
參
加
し
た
。
こ
の
聞
、
政
府
の
蜜
賜
は
進
歩
的
思
想
に
殆
ん
ど

　

理
解
な
き
軍
閥
に
よ
り
握
ら
れ
て
ゐ
た
が
ヽ
新
し
い
思
想
に
乗
じ
齢
會
改

　

造
を
蜜
行
せ
ん
と
し
て
中
國
國
民
寞
と
中
國
共
産
黛
が
現
れ
、
民
國
十
三

　

年
、
前
者
は
聯
俄
容
共
を
唱
へ
後
者
を
合
流
せ
し
め
た
。
三
民
主
義
も
中

　

國
同
盟
會
時
代
の
滅
満
興
漢
・
共
和
政
治
樹
立
・
土
地
國
有
論
か
ら
政
窯
ヽ

　

國
民
黛
時
代
の
五
族
共
和
・
憲
法
議
會
（
民
主
主
義
創
除
）
を
へ
て
中
國

・
翻
民
巣
時
代
に
な
り
完
成
し
た
。
そ
れ
は
終
に
共
産
主
義
と
相
容
れ
ず
、

南
京
政
府
と
武
漢
政
府
と
の
對
立
と
な
り
、
容
共
を
撒
回
し
た
三
民
主
義

は
全
國
に
傅
播
し
共
産
意
は
地
下
に
潜
行
し
た
。

　

西
安
事
燈
を
契
機
と
し
て
爾
者
は
抗
日
救
國
主
義
に
合
睦
し
た
。
三
民

主
義
の
原
理
的
弱
脆
は
民
族
主
義
に
於
け
る
自
主
性
の
強
調
と
な
り
、
傅

統
文
化
の
昂
揚
’
－
新
生
活
運
動
と
４
な
り
、
又
支
那
趾
會
の
科
學
的
認

識
の
欲
求
と
な
り
胎
會
継
済
史
研
究
が
勃
興
し
た
が
、
こ
＾
で
は
左
翼
思

想
が
諸
倒
的
で
あ
っ
た
。
國
民
意
の
抗
日
は
終
に
は
民
衆
に
引
き
づ
ら
れ

支
那
事
雙
後
専
ら
無
丙
容
低
級
な
る
感
情
に
す
ぎ
な
い
抗
日
思
想
で
固
め

ら
れ
た
が
、
新
た
に
こ
れ
に
對
す
る
反
省
が
純
正
三
民
主
義
と
な
っ
て
現

れ
た
。
し
か
し
て
日
支
を
結
ぶ
べ
き
思
想
根
捷
と
し
て
日
本
で
東
亜
協
同

膿
論
又
は
東
亜
聯
盟
論
が
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
東
亜
協
同
膿
の
根
基
に
は

地
繰
的
・
血
縁
的
以
外
に
新
し
く
樹
立
さ
る
べ
き
東
洋
文
化
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
今
日
悉
く
日
本
に
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
登
生

せ
し
め
た
民
族
は
矢
張
こ
れ
を
理
解
し
共
鳴
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
。
こ
ｉ

に
過
去
の
東
洋
の
文
化
の
反
省
の
上
に
築
か
る
べ
き
東
亜
共
同
文
化
の
根

基
が
あ
る
。

　

氏
の
所
説
は
明
晰
で
あ
り
、
現
代
支
那
思
想
の
潮
流
が
政
治
的
國
際
的

情
勢
と
の
関
聯
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
後
の
所
論
で
あ
る
東
洋

文
化
の
創
造
に
つ
い
て
、
今
後
具
膿
的
に
論
詮
を
展
開
さ
れ
歴
史
的
に
論

旨
を
基
礎
づ
け
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
宮
川
倚
志
ブ

　

東
京
理
想
胎
版
菊
判

　

三
五
三
頁

　

昭
和
十
五
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
價
二
・
三
〇
）
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